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赤
べ
こ
の
絵
付
け
を
体
験

　被災から復興したアクアマリンふくしまで

コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島
で
原
発
に
つ
い

て
学
ぶ

　　　　　標津町での入村式。歓迎に感激

　　　　　　ジンギスカンに舌鼓

　　　阿寒湖アイヌコタンで

　
貴
重
な
カ
ヌ
ー
体
験

　
　
海
の
投
げ
釣
り
で
大
物
ゲ
ッ
ト

釧
路
和
商
市
場
で
は
自
分

で
具
材
を
選
ん
で
作
っ
た

勝
手
丼
を
パ
ク
リ

　
京
都
府
に
隣
接
す
る
、
平

城
山
の
丘
陵
地
に
広
が
る
平

城
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
。
古
都
・

奈
良
の
中
心
部
か
ら
少
し
離

れ
た
こ
の
住
宅
地
に
広
々
と

し
て
緑
豊
か
な
校
地
を
持
つ

の
が
、
奈
良
県
立
平
城
高
等

学
校（
今
西
一
盛
校
長
）だ
。

同
校
は
日
本
で
初
め
て
、
県

の
教
育
を
担
う
人
材
の
育
成

を
目
的
と
し
た
「
教
育
コ
ー

ス
」
を
設
置
。
地
元
の
小
学

校
や
奈
良
教
育
大
学
な
ど
と

も
連
携
し
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
組
ん
だ
り
、
地
域
活
動

を
行
っ
た
り
し
て
い
る
。

　
２
年
生
の
修
学
旅
行
は
、

昨
年
度
か
ら
福
島
県
で
実
施

し
て
い
る
。
目
的
は
「
震
災

学
習
」
だ
。
そ
れ
ま
で

年

間
は
山
陰
・
山
陽
、瀬
戸
内
、

四
国
地
方
で
民
泊
や
体
験
学

習
な
ど
を
行
っ
て
き
た
が
、

定
期
的
な
見
直
し
の
時
期
に

な
り
、
方
面
や
内
容
を
大
幅

に
変
更
し
た
。
「
実
際
に
被

災
地
に
立
ち
、
被
災
者
の
話

を
聞
く
こ
と
で
、
自
然
の
前

で
の
人
の
無
力
さ
と
復
興
に

向
け
て
立
ち
上
が
る
強
さ
を

実
感
し
て
ほ
し
か
っ
た
」
と

話
す
の
は
、
学
年
主
任
の
吉

田
敦
教
諭
。
こ
れ
か
ら
の
日

本
で
生
活
し
て
い
く
上
で
は

自
然
災
害
と
原
発
の
問
題
は

避
け
て
通
れ
な
い
と
の
考
え

も
あ
り
、
福
島
方
面
へ
の
旅

行
を
決
め
た
。

　
東
日
本
大
震
災
発
生
時
、

生
徒
た
ち
は
ま
だ
小
学
生
。

事
前
学
習
で
は
現
地
で
の
震

災
学
習
を
円
滑
か
つ
深
く
行

う
た
め
に
震
災
の
概
要
を
説

明
し
た
プ
リ
ン
ト
を
使
い
基

礎
的
な
知
識
を
補
完
し
た
。

さ
ら
に
渡
邉
正
己
・
京
都
大

学
名
誉
教
授
を
招
い
て
の
放

射
能
に
つ
い
て
の
講
演
会

や
、
石
巻
出
身
の
奈
良
教
育

大
の
大
学
院
生
に
よ
る
被
災

体
験
講
話
も
実
施
し
た
。
大

学
院
生
の
講
話
は
、
避
難
生

活
や
友
人
の
死
、
現
地
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
体
験
な
ど
の
内
容

で
、
「
同
じ
高
校
２
年
生
で

の
被
災
体
験
の
話
だ
っ
た
た

め
、
生
徒
た
ち
の
心
に
わ
が

こ
と
の
よ
う
に
響
い
た
よ
う

だ
」
と
吉
田
教
諭
。

　
福
島
・
東
京
方
面
へ
の
修

学
旅
行
は

年

月
６
～
９

日
の
３
泊
４
日
で
実
施
。
１

～
３
日
目
は
福
島
県
内
で
、

ク
ラ
ス
ご
と
に
会
津
若
松
方

面
を
訪
れ
て
赤
べ
こ
の
絵
付

け
体
験
を
行
っ
た
り
、
い
わ

き
で
沿
岸
部
ガ
イ
ド
の
話
を

聞
い
た
り
、
「
コ
ミ
ュ
タ
ン

福
島
」
（
福
島
県
環
境
創
造

セ
ン
タ
ー
交
流
棟
）
で
放
射

線
や
福
島
の
環
境
回
復
に
つ

い
て
体
験
し
な
が
ら
学
習
す

る
な
ど
、
福
島
の
文
化
や
環

境
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
併
せ

て
学
年
を
二
つ
に
分
け
て
、

震
災
で
被
害
を
受
け
た
「
環

境
水
族
館
　
ア
ク
ア
マ
リ
ン

ふ
く
し
ま
」
で
震
災
講
話
を

聞
い
た
。

　
ど
の
研
修
も

生
徒
の
満
足
度

は
高
か
っ
た

が
、
中
で
も
、

震
災
で
被
害
を

受
け
た
ア
ク
ア

マ
リ
ン
ふ
く
し

ま
で
の
震
災
講

話
は
生
徒
に
強

い
印
象
を
与
え

た
。
１
時
間
ほ

ど
の
講
話
で

は
、
震
災
当
日

の
様
子
や
津
波

に
よ
る
電
源
喪

失
で
生
物
の
飼
育
が
困
難
に

な
っ
て
い
く
状
況
、
営
業
再

開
ま
で
の
過
程
や
職
員
の
思

い
な
ど
を
聴
講
し
た
。
吉
田

教
諭
は
「
特
に
、
人
間
以
外

の
生
物
の
被
災
と
い
う
点
が

印
象
的
だ
っ
た
し
、
『
福
島

に
来
ら
れ
た
皆
さ
ん
が
実
際

に
見
て
感
じ
て
今
の
福
島
を

判
断
し
て
く
だ
さ
い
』
と
い

う
ま
と
め
の
言
葉
に
、
皆
、

考
え
さ
せ
ら
れ
た
よ
う
だ
」

と
振
り
返
る
。

　
最
終
日
の
４
日
目
は
、
被

災
地
・
福
島
の
被
害
の
実
態

と
首
都
・
東
京
の
実
態
を
対

比
し
て
、
自
分
な
り
に
社
会

の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
感

じ
、
考
え
て
ほ
し
い
と
の
狙

い
も
あ
り
、
都
内
各
所
で
の

班
別
自
由
研
修
を
行
っ
た
。

　
吉
田
教
諭
に
よ
る
と
「
決

め
ら
れ
た
こ
と
に
は
し
っ
か

り
取
り
組
む
が
、
受
け
身
の

姿
勢
が
多
く
、
問
題
に
直
面

し
た
時
の
解
決
力
は
十
分
と

は
言
え
な
い
」
と
い
う
生
徒

た
ち
。
東
北
方
面
へ
の
修
学

旅
行
に
つ
い
て
も
実
施
前
の

関
心
は
低
か
っ
た
。
だ
が
、

事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
を
見
る

と
、
生
徒
た
ち
の
反
応
は
吉

田
教
諭
が
期
待
し
て
い
た
以

上
の
も
の
だ
っ
た
。
「
大
切

に
育
て
て
い
た
た
く
さ
ん
の

魚
と
の
別
れ
な
ど
、
ど
ん
な

に
苦
し
い
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
人
は
前
を
向
い
て
生
き

て
い
け
る
の
だ
と
感
動
し

た
」
「
傷
つ
い
た
り
苦
し
か

っ
た
り
し
て
も
、
前
を
向
い

て
進
ん
で
い
る
福
島
の
人
の

姿
に
触
れ
、
ち
っ
ぽ
け
な
こ

と
に
悩
ん
で
い
る
自
分
の
小

さ
さ
を
感
じ
た
」
「
当
た
り

前
と
思
っ
て
い
た
日
常
は
当

た
り
前
で
は
な
い
の
だ
と
分

か
っ
た
。
一
日
一
日
を
大
切

に
過
ご
し
た
い
」
な
ど
、
福

島
や
そ
こ
に
住
む
人
の
様
子

や
言
葉
か
ら
一
人
一
人
が
自

分
の
生
き
方
、
考
え
方
を
省

み
た
よ
う
だ
。

　
福
島
と
東
京
の
対
比
に
つ

い
て
は
、
「
指
導
す
る
こ
と

で
生
徒
の
『
考
え
る
力
』
を

削
い
で
し
ま
う
」
（
吉
田
教

諭
）と
の
考
え
か
ら
、事
前
、

事
後
指
導
と
も
に
具
体
的
な

指
導
は
行
っ
て
い
な
い
と
い

う
。

　
関
西
か
ら
東
北
方
面
へ
の

修
学
旅
行
は
移
動
距
離
が
長

い
た
め
費
用
面
、
時
間
面
が

ネ
ッ
ク
と
な
り
敬
遠
さ
れ
が

ち
だ
。
そ
の
上
、
福
島
と
い

う
と
、
東
日
本
大
震
災
の
津

波
に
よ
る
原
発
事
故
と
そ
れ

に
よ
る
放
射
能
の
影
響
が
多

く
の
人
の
頭
を
よ
ぎ
る
。
実

際
、
福
島
へ
の
修
学
旅
行
が

決
ま
っ
た
段
階
で
、
保
護
者

か
ら
「
放
射
能
の
影
響
が
心

配
だ
」
「
将
来
も
し
影
響
が

出
た
ら
誰
が
責
任
を
取
る
の

か
」
な
ど
の
意
見
や
問
い
合

わ
せ
が
複
数
あ
っ
た
と
い

う
。
そ
こ
で
同
校
で
は
、
現

地
で
の
学
習
が
有
意
義
で
あ

る
こ
と
や
安
全
を
確
保
で
き

る
態
勢
を
整
え
て
い
る
こ
と

を
説
明
。
さ
ら
に
希
望
す
る

保
護
者
に
は
事
前
学
習
の
放

射
能
に
関
す
る
講
演
会
に
参

加
し
て
も
ら
い
、
不
安
点
の

解
消
に
努
め
た
と
い
う
。

　
震
災
か
ら
８
年
が
経
過
し

た
と
は
い
え
、福
島
は
今
も
、

震
災
学
習
の
学
び
の
場
で
あ

る
。
同
校
で
は
、

年
度
も

福
島
を
中
心
と
し
た
東
北
方

面
へ
の
修
学
旅
行
を
実
施
す

る
予
定
だ
。
　

　
神
奈
川
県
立
吉
田
島
高
等

学
校
（
神
奈
川
県
開
成
町
、

中
戸
川
啓
二
校
長
）
は
総
合

学
科
（
５
学
級
）
と
農
業
科

（
６
学
級
）
を
持
つ
。
農
、

食
、
環
境
、
健
康
に
関
す
る

知
識
と
技
術
を
学
び
、
地
域

に
貢
献
す
る
産
業
人
材
の
育

成
を
目
指
し
て
い
る
。

　
今
年
４
月
に
は
、
県
立
高

で
初
め
て
、
家
庭
科
に
関
す

る
専
門
科
目
を
中
心
に
学
ぶ

「
生
活
科
学
科
」
が
設
け
ら

れ
、
作
物
や
野
菜
、
果
樹
、

草
花
な
ど
の
農
業
科
の
成
果

物
を
活
用
し
て
、
調
理
や
子

ど
も
の
表
現
活
動
を
学
ぶ
場

が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　
総
生
徒
数
（
昨
年
５
月
１

日
現
在
）
は
４
２
１
人
で
、

う
ち
女
子
が
２
５
０
人
と
男

子
を
上
回
る
。
修
学
旅
行
は

毎
年
９
月
、
２
年
次
生
を
対

象
に
実
施
。
旅
行
先
は
北
海

道
で
、
昨
年
は
９
月

～


日
、
道
東
の
釧
路
、
阿
寒
、

中
標
津
、
知
床
へ
の
訪
問
を

予
定
し
て
い
た
。
が
、
思
わ

ぬ
事
態
に
。

　
「
９
月
に
起
こ
っ
た
胆
振

東
部
地
震
の
影
響
で
実
施
が

難
し
く
な
っ
た
。
延
期
、
中

止
を
含
め
、
ど
う
対
応
す
る

の
か
、
大
変
だ
っ
た
」
と
団

長
の
坂
田
千
洋
副
校
長
は
振

り
返
る
。各
方
面
と
調
整
し
、


月
２
～
５
日
に
変
更
実
施

を
決
め
、
３
ク
ラ
ス
１
０
２

人
（
う
ち
女
子

人
）
の
生

徒
と
６
人
の
教
職
員
が
参
加

し
た
。

　
吉
田
島
高
の
学
び
に
関
連

し
た
生
産
現
場
（
農
作
物
、

海
産
物
な
ど
の
生
産
、市
場
、

加
工
）
、
お
よ
び
道
東
な
ら

で
は
の
自
然
環
境
学
習
に
関

す
る
見
学
と
体
験
が
テ
ー
マ

で
、
具
体
的
に
は
阿
寒
湖
や

標
津
町
で
の
体
験
、
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
（
食
品
の
安
全
を
確
保

す
る
管
理
手
法
）
と
北
方
領

土
の
講
話
、
フ
ァ
ー
ム
ス
テ

イ
な
ど
だ
。

　
３
日
午
前
の
「
阿
寒
湖
周

辺
コ
ー
ス
別
体
験
」
で
は
、

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
カ
ヌ
ー
、

乗
馬
体
験
、
午
後
の
「
標
津

町
感
動
体
験
」
で
は
、
イ
ク

ラ
と
新
巻
鮭
作
り
、
生
キ
ャ

ラ
メ
ル
体
験
、
カ
ヌ
ー
に
よ

る
湿
原
散
策
、
渓
流
釣
り
な

ど
を
行
っ
た
。
イ
ク
ラ
と
新

巻
鮭
作
り
は
標
津
で
獲
れ
た

新
鮮
な
鮭
を
さ
ば
い
て
作
る

も
の
で
、
貴
重
な
体
験
と
な

っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
「
コ
ー
ス
は
生
徒
自
身
が

選
ぶ
。
普
段
体
験
す
る
こ
と

が
な
い
の
で
、
い
い
経
験
に

な
る
と
思
う
」
と
小
野
裕
士

教
諭
は
い
う
。

　
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
も
生
徒

の
希
望
。
人
が
手
を
挙
げ
、

標
津
町
の
酪
農
家
に
泊
ま

り
、
搾
乳
な
ど
日
ご
ろ
の
仕

事
を
体
験
し
た
。
「
農
家
で

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
び
た

い
と
い
う
意
欲
的
な
生
徒
が

手
を
挙
げ
る
。
お
世
話
に
な

っ
た
方
と
の
別
れ
の
際
、
涙

を
流
す
生
徒
も
い
た
」
と
小

野
教
諭
。

　
こ
の
ほ
か
、
阿
寒
湖
ア
イ

ヌ
コ
タ
ン
、
サ
ー
モ
ン
科
学

館
、
野
付
半
島
、
オ
シ
ン
コ

シ
ン
の
滝
、
知
床
五
湖
な
ど

を
見
学
。

　
宿
泊
施
設
は
１
泊
目
が
ニ

ュ
ー
阿
寒
ホ
テ
ル
、
２
日
目

は
男
女
に
分
か
れ
、
ホ
テ
ル

楠
、
ホ
テ
ル
川
畑
、
フ
ァ
ー

ム
ス
テ
イ
、
３
日
目
は
ホ
テ

ル
知
床
だ
っ
た
。

　
旅
行
費
用
は
１
人
あ
た
り

約

万
円
。
「
や
や
高
い
か

な
と
い
う
感
じ
は
し
な
い
で

も
な
い
が
、
そ
れ
に
見
合
う

内
容
に
す
る
責
任
が
学
校
側

に
あ
る
」
と
坂
田
副
校
長
は

気
を
引
き
締
め
る
。

　
旅
行
会
社
に
つ
い
て
は
例

年
、
実
績
を
中
心
に
４
社
ほ

ど
か
ら
見
積
も
り
を
取
り
、

企
画
内
容
に
よ
っ
て
選
定
す

る
。
「
ト
ラ
ブ
ル
時
の
対
応

も
し
っ
か
り
し
て
お
り
、
安

心
し
て
任
せ
る
こ
と
が
で

き
、
事
故
な
く
、
安
全
に
終

え
る
の
が
当
た
り
前
と
い
う

の
が
大
前
提
。
そ
の
上
で
旅

行
会
社
と
は
十
分
に
話
し
合

い
、
意
思
疎
通
を
図
っ
て
い

る
」
（
坂
田
副
校
長
）
。

　
「
修
学
旅
行
に
行
く
前
と

後
で
は
生
徒
と
教
師
の
距
離

感
が
近
く
な
る
。
学
校
の
生

活
の
中
で
は
互
い
に
見
え
な

い
部
分
が
（
旅
行
先
で
）
見

え
て
く
る
場
合
も
あ
る
。
生

徒
の
意
識
変
革
と
い
う
意
味

で
修
学
旅
行
は
欠
か
せ
な
い

行
事
だ
」
と
坂
田
副
校
長
と

小
野
教
諭
は
口
を
そ
ろ
え

る
。

　　いわき沿岸部でガイドの案内に耳を傾けた


